
市政のあり方を問う！

12

市政のあり方を問う！

13 政治家は、病気見舞いを禁止されています。 ●政治家が、選挙区内にある者に対して、寄附をすることはいかなる名義でも禁止されています。

安全・安心な津山の玄関口に！

つやま産業支援センター（津山市東庁舎）

津山の将来は！？

松本義隆
市政会

中小企業・小規模企業振興基本条例の目的は

津山市の財政状況、市長の考えは

給
食
費
無
償
化

政
治
姿
勢

財
政

政
策
討
論
会

米
軍
単
独
訓
練

産
業
支
援

景
観
整
備

教
育

答答

答答

答答

で
は
「
生
き
た
教

材
」
と
し
て
学
校
給

食
費
を
無
償
化
し
て

い
る
。
津
山
市
で
第

三
子
以
降
の
無
償
化

は
。

業
・
小
規
模
企
業
振

興
基
本
条
例
制
定
の

経
緯
と
目
的
は
。

の
残
高
は
。

は
県
下
最
悪
の
水
準
。

市
長
は
ど
う
思
う
か
。

の
市
長
選
挙
前
に
他

の
立
候
補
予
定
者
と

政
策
討
論
会
を
行
っ

対
策
委
員
会
で
米
軍

単
独
訓
練
受
け
入
れ

が
承
認
さ
れ
市
長
に

答
申
さ
れ
た
が
、
な

ぜ
、
す
ぐ
に
決
断
で

き
な
い
の
か
。

兵
庫
県
相
生
市

津
山
市
中
小
企

財
政
調
整
基
金

将
来
負
担
比
率

平
成
30
年
２
月

日
本
原
演
習
場

引
き
続
き
調
査

平
成
27
年
４
月

28
年
度
末
で

土
地
開
発
公
社

主
催
す
る
第
三

全
市
的
な
見
地

研
究
を
行
っ
て
い
く
。

に
「
つ
や
ま
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
の
下
で
中
小

企
業
や
小
規
模
企
業

に
目
を
向
け
た
支
援

50
億
２
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

清
算
の
影
響
で
現
時

点
で
の
将
来
負
担
比

率
は
高
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
が
、
改

善
し
て
き
て
い
る
。

今
後
も
財
政
の
健
全

化
を
図
る
。

か
ら
承
認
の
是
非
を

私
が
責
任
を
持
っ
て

決
定
す
る
。

問問

問問問

問

に
ふ
さ
わ
し
い
玄
関

口
と
は
、
駅
周
辺
施

設
の
整
備
だ
け
で
な

く
、
地
域
全
体
が
市

民
や
観
光
客
の
皆
様

に
と
っ
て
安
全
・
安

心
で
あ
る
こ
と
が
最

を
高
め
る
研
修
や
授

業
改
善
、
教
室
環
境

整
備
、
児
童
生
徒
の

規
範
意
識
向
上
策
な

ど
、
様
々
な
取
り
組

み
に
よ
り
、
学
校
の

様
子
は
改
善
傾
向
が

続
い
て
い
る
。

間
労
働
は
、
大
変
厳

し
い
実
態
が
あ
る
。

業
務
負
担
軽
減
の
た

め
、
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
導
入
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
に
よ
る

授
業
準
備
支
援
、
教

師
業
務
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
配
置
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
市

費
の
支
援
員
等
の
充

実
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

近藤吉一郎吉田耕造
清流の会津山自由民主倶楽部

１０万都市津山にふさわしい玄関口「最低レベル」津山の学力をどう立て直すのか

答答

答

問問問 に
ふ
さ
わ
し
い
玄
関

口
と
は
、
津
山
駅
北

口
広
場
な
ど
の
周
辺

施
設
整
備
や
賑
わ
い

創
出
を
図
る
こ
と
も

重
要
だ
が
、
駅
周
辺

地
域
全
体
に
お
い
て
、

市
民
や
観
光
客
の
皆

様
に
対
し
、
安
全
・

安
心
を
確
保
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
市
長
の
考

え
は
。

業
が
成
立
し
て
い
な

い
状
況
が
あ
る
。
ど

う
解
決
を
図
ろ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

ス
ト
の
結
果
の
原
因

の
一
つ
に
教
師
の
指

導
力
不
足
と
、
教
務

以
外
の
多
忙
さ
が
あ

る
と
考
え
る
。
津
山

市
の
予
算
で
、
教
務

補
助
を
行
う
職
員
を

10
万
都
市
津
山

一
回
一
回
の
授

今
回
の
学
力
テ

10
万
都
市
津
山

教
員
の
指
導
力

教
職
員
の
長
時

衆楽園のもみじ島

衆楽園の景観と今後

答

答

じ
島
の
植
栽
に
つ
い

て
、
南
側
な
ど
は
特

に
寂
し
い
感
じ
が
す

る
が
今
後
の
予
定
は
。

「
園
内
全
域
を
禁
煙

衆
楽
園
の
も
み

来
園
者
か
ら

も
み
じ
島
の
も

国
に
お
い
て

み
じ
は
庭
園
景
観
を

構
成
す
る
一
つ
の
要

素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

植
栽
も
文
化
財
保
護

法
に
基
づ
き
文
化
庁

な
ど
関
係
機
関
と
協

議
を
要
す
る
。
国
指

定
名
勝
に
ふ
さ
わ
し

い
樹
木
管
理
や
景
観

整
備
の
考
え
方
を
関

係
部
署
と
協
議
中
で

あ
り
、
と
り
ま
と
め

に
は
一
定
の
時
間
が

必
要
で
あ
る
。

は
、
公
共
施
設
の
原

則
全
面
禁
煙
を
求
め

て
い
る
状
況
で
あ

り
、
文
化
財
の
火
災

予
防
の
観
点
か
ら
も

禁
煙
に
対
す
る
ご
指

摘
は
理
解
で
き
る

が
、
課
題
、
問
題
点

を
整
理
し
、
検
討
し

て
い
く
。

問問

に
し
て
は
」
と
の
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
考
え
は
。

日本共産党
津山市議団

美見みち子

を
進
め
、
一
定
の
成

果
が
見
え
て
き
た
。

そ
こ
で
、
今
後
の
さ

ら
な
る
進
展
を
目
的

と
し
て
本
条
例
を
制

定
し
、
本
市
を
含
め

た
関
係
支
援
機
関
の

一
層
の
認
識
と
協
調

体
制
の
強
化
を
図

り
、
地
域
の
産
業
が

支
え
る
地
域
経
済
基

盤
の
発
展
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
で
市
民

生
活
の
向
上
に
つ
な

げ
た
い
。

◆

◆◆◆

健
全
な
歯
と
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て

青
少
年
健
全
育
成

と
子
ど
も
た
ち
を

と
り
ま
く
環
境

津
山
市
政
に
つ
い

て議
案
第
76
号
に
つ

い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

優
先
で
あ
り
、
そ
れ

ら
を
確
保
す
る
こ
と

は
市
政
と
し
て
最
も

基
本
的
か
つ
重
要
な

こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る

観
点
で
施
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
行
政
と

地
域
住
民
な
ど
関
係

者
の
協
働
の
も
と
継

続
的
か
つ
着
実
に
施

策
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

日本共産党
津山市議団

中村聖二郎

◆◆
教
育
問
題
の
一
つ

と
し
て

平
和
と
市
民
の
安

全
【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

配
置
し
て
い
く
考
え

は
な
い
の
か
。

者
の
有
無
、
論
点
、

司
会
者
の
力
量
が
要

素
と
な
る
。
年
末
年

始
の
厳
し
い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
は
難
し
い
。

て
は
。


